
別紙 

 

【薬効分類】７２９ その他の診断用薬 

【医薬品名】アミノレブリン酸塩酸塩 

【措置内容】以下のように使用上の注意を改めること。 

 

【「医療用医薬品添付文書の記載要領について」（平成9年4月25日付け薬発第606号局長通知）に基づく改訂 

（旧記載要領）】 

下線は変更箇所 

現行 改訂案 

禁忌 

光線過敏症を起こすことが知られている薬剤：テトラサイクリ

ン系抗生物質、スルフォンアミド系製剤、ニューキノロン系抗

菌剤、ヒペリシン（セイヨウオトギリソウ抽出物）等、セイヨ

ウオトギリソウ（St.John's Wort、セント・ジョーンズ・ワー

ト）含有食品を投与中の患者 

 

相互作用 

併用禁忌 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

光線過敏症を起こすこと

が知られている薬剤：テ

トラサイクリン系抗生物

質、スルフォンアミド系

製剤、ニューキノロン系

光線過敏症を起こす

おそれがある。 

本剤投与後2週間は左

記薬剤の投与又は食

品の摂取は避けるこ

本剤は体内で光

感受性物質に代

謝されるので、

左記薬剤との併

用又は食品の摂

禁忌 

（削除） 

 

 

 

 

 

相互作用 

（削除） 

 

 

 

 

 

 



抗菌剤、ヒペリシン（セ

イヨウオトギリソウ抽出

物）等 

と。 取により光線過

敏症が増強され

ることが考えら

れる。 

 

セイヨウオトギリソウ

（St.John's Wort、セン

ト・ジョーンズ・ワー

ト）含有食品 

 

併用注意 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

併用注意 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

光線過敏症を起こすこと

が知られている薬剤：テ

トラサイクリン系抗生物

質、スルフォンアミド系

製剤、ニューキノロン系

抗菌剤等 

光線過敏症を起こす

おそれがあるので注

意すること。 

特に本剤投与後48時

間は、左記薬剤の投

与又は食品の摂取を

可能な限り避けるこ

とが望ましい。 

本剤は体内で光

感受性物質に代

謝されるので、

左記薬剤との併

用又は食品の摂

取により光線過

敏症が増強され

ることが考えら

れる。 

 

セイヨウオトギリソウ

（St.John's Wort、セン

ト・ジョーンズ・ワー

ト）含有食品 
 

 


